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平
成
二
十
四
年
度

日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会

【日野校までの路線案内】

①OR立川駅→(徒歩3分)→立川南駅→(16
分)→中央大学・明星大学駅

②小田急・京王多摩センター駅→(徒歩3

分)→多摩センター駅→(5分)→中央大
学・明星大学駅

③京王高幡不動駅→(7分)→中央大学・明
星大学駅

期
日
六
月
二
十
三
日
（
土
）
・
二
十
四
日
（
且
・
二
十
五
日
（
月
）

会
場
明
星
大
学
日
野
校

（
二
二
号
館
〈
大
学
会
館
〉
３
階
会
議
室
）

〒
剛
‐
州
東
京
都
日
野
市
程
久
保
２
１
１
１
１

。
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
研
究
発
表
要
旨

至高尾

至新宿

川晦箭遁

’

ンター

1CAMPUSMAP一
、
出
欠
の
葉
書
を
五
月
二
十
三
日
（
水
）
必
着
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。
欠
席
の
場

合
も
、
名
簿
台
帳
の
資
料
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
出
張
依
頼
状
を
御
入
用
の
方
は
、
職
名
・
提
出
先
及
び
期
間
を
明
記
の
上
、

学
会
事
務
局
（
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
）
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

一
、
大
会
経
費
は
、
参
加
費
千
円
、
懇
親
会
費
七
千
円
で
す
。

一
、
送
金
は
同
封
の
振
替
用
紙
（
口
座
番
号
○
○
一
七
○
’
九
’
四
五
七
二
九
○
、

口
座
名
「
日
本
近
世
文
学
会
春
季
明
星
大
学
大
会
」
）
で
、
五
月
三
十
日
（
水
）…

ま
で
に
振
り
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
振
替
用
紙
に
は
、
必
ず

剛
調
劃
卸
飼
刈
く
だ
さ
い
。
参
加
費
の
み
の
方
は
、
当
日
会
場
で
も
申
し
受

け
ま
す
。

一
、
大
会
二
日
目
（
六
月
二
十
四
日
）
日
曜
日
の
昼
食
に
弁
当
（
千
円
）
を
用
意

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
同
封
の
振
替
用
紙
で
ご
送
金
く
だ
さ
い
。

一
、
大
会
に
不
参
加
で
、
発
表
資
料
を
ご
希
望
の
方
は
、
出
欠
葉
書
の
当
該
欄
に

御
記
入
の
上
、
同
封
の
振
替
用
紙
に
て
、
資
料
請
求
代
千
円
を
払
い
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
大
会
終
了
後
、
資
料
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

一
、
三
日
目
（
六
月
二
十
五
日
）
の
文
学
実
地
踏
査
は
、
特
に
専
用
貸
切
バ
ス
等

の
用
意
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
資
料
を
用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、
各
自
・
各
グ

ル
ー
プ
で
お
回
り
く
だ
さ
い
。

一
、
同
封
の
振
替
用
紙
に
よ
る
年
会
費
の
振
り
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
年
会
費
の

振
込
用
紙
は
『
近
世
文
蕊
』
の
末
尾
に
綴
じ
込
ん
で
い
ま
す
．

一
、
宿
泊
等
に
つ
い
て
は
、
各
自
、
早
め
に
ご
手
配
く
だ
さ
い
。

一
、
お
急
ぎ
の
御
用
は
左
記
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
本
近
世
文
学
会
明
星
大
学
大
会
事
務
局

明
星
大
学
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
勝
又
基
研
究
室

〒
肌
‐
剛
東
京
都
日
野
市
程
久
保
２
１
１
１
１

電
話
○
四
二
’
五
九
一
’
六
五
○
三
（
直
通
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
Ｂ
Ｏ
８
同
行
・
口
扇
尉
似
‐
Ｐ
Ｒ
台

０
口
■
Ｄ
■
■
■
日
Ⅱ
１
６
８
■
■
■
■
凸
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■
１
１
国

カレータを

号館地下1

階です。そこからエレベータまたは階段で3階ま

でお上り下さい。



会
員
の
皆
様
に
は
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
二
十
四
年
度
春
季
大
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
，

平
成
二
十
四
年
五
月
八
日

【
会
場
】

【
行
事
】

第
三
日
六
月
二
十
五
日
（
月
）

文
学
実
地
踏
査
資
料
を
用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、
各
自
・
各
グ
ル
ー
プ
で
お
回
り
下
さ
い
。
・

図
書
展
示
日
本
文
化
学
科
所
蔵
古
典
籍
展

日
時
二
Ｏ
一
二
年
六
月
二
十
二
日
（
金
）
～
六
月
二
十
四
日
（
日
）

場
所
二
八
号
館
内
明
星
大
学
図
書
館
１
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

第
二
日
六
月
二
十
四
日
（
日
）

大
会
受
付
（
九
・
三
Ｏ
）

研
究
発
表
会
午
前
の
部
（
一
○
・
Ｏ
Ｏ
～
一
二
・
一
五
）

研
究
発
表
会
会
場
二
二
号
館
（
大
学
会
館
）
３
階
会
溌
室

１
『
名
女
情
比
』
の
作
者
に
つ
い
て

２
『
新
可
笑
記
』
と
『
続
太
平
記
狸
首
編
』
Ｉ
巻
五
の
二
「
見
れ
ば
正
銘
に
あ
ら
ず
」
考
Ｉ

３
嵐
雪
発
句
に
お
け
る
子
ど
も

４
三
蕊
院
近
衛
信
男
筆
〔
笑
話
書
留
〕
に
つ
い
て

閉
会
（
一
五
・
四
五
）

昼
休
み
（
一
二
・
一
五
～
一
三
・
三
○
）

観
集
委
員
会
会
場
二
七
号
館
ｎ
階
一
Ｏ
Ｏ
一
号
教
室

研
究
発
表
会
午
後
の
部
（
一
三
・
三
○
～
一
五
・
四
五
）

研
究
発
表
会
会
場
二
二
号
館
（
大
学
会
館
）
３
階
会
讃
室

１
馬
琴
読
本
と
「
再
会
の
割
符
」
ｌ
文
化
期
を
中
心
に
１

２
「
此
の
珠
」
と
「
三
種
の
神
器
」
ｌ
『
椿
説
弓
張
月
』
の
神
器
思
想
Ｉ

３
「
孝
子
顕
彰
」
の
読
売
と
『
御
触
書
集
覧
修
身
孝
義
鑑
』

ｌ
『
日
本
廿
四
孝
子
伝
』
等
の
出
板
を
通
し
て
天
保
改
革
時
の
出
板
状
況
に
及
ぶ
１

４
『
春
雨
物
語
』
の
彼
方
へ

懇
親
会
（
一
八
・
Ｏ
Ｏ
～
二
Ｏ
・
Ｏ
Ｏ
）

懇
親
会
会
場
二
八
号
館
２
階
学
生
食
堂

第
一
日
六
月
二
十
三
日
杢

委
員
会
（
一
二
・
五
○
〃

委
員
会
会
場
二
八
号
館
２
詮

大
会
受
付
（
一
三
・
三
Ｏ
）

開
会
時
間
（
一
四
・
三
○
）

研
究
発
表
会
（
一
四
・
四
Ｏ
～
一
六
・
二
Ｏ
）

研
究
発
表
会
会
場
二
二
号
館
（
大
学
会
館
）
３
階
会
蟻
室

１
三
言
な
ら
び
に
『
今
古
奇
観
』
の
諸
本
と
『
英
草
紙
』
ｌ
庭
鐘
の
粉
本
利
用
法
を
め
ぐ
っ
て
１

２
『
近
世
説
美
少
年
録
』
『
新
局
玉
石
童
子
訓
』
と
『
肉
蒲
団
』

３
浅
見
綱
斎
と
中
国
白
話
小
説

日
本
近
世
文
学
会
授
賞
式
・
総
会
（
一
六
・
三
Ｏ
～
一
七
・
四
五
）

平
成
二
十
四
年
度
春
季
大
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

明
星
大
学
日
野
校

ｇ
一
十
三
日
（
土
）

（
一
二
・
五
○
～
一
四
・
二
Ｏ
）

二
八
号
館
２
階
二
Ｏ
四
口
夏

日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
の
ご
案
内

二
Ｏ
四
号
教
室

（
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル
）

日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
会
場
校
代
表
勝
又
基

日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
代
表
飯
倉
洋
一

〔
事
務
局
連
絡
先
〕

〒
剛
‐
卿
大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
一
’
五

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
．

お
茶
の
水
女
子
大
学
（
院
）

大
阪
大
学
（
院
）

奈
良
女
子
大
学
（
院
）

京
都
女
子
大
学

関
西
大
学
（
非
）
中
尾
和
昇

関
西
外
国
語
大
学
（
非
）
久
岡
明
穂

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
飯
倉
研
究
室
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
ｘ
Ｏ
六
’
六
八
五
○
’
五
六
八
一

中
ョ
邑
房
日
、
愚
行
８
困
冨
‐
戸
屈
○
台

上
智
大
学
（
院
）

同
志
社
大
学
（
院
）

明
治
大
学

同
朋
大
学

上
智
大
学

大服仲陳鳥木服 徳三丸
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浅
見
綱
斎
の
『
常
話
雑
記
』
（
『
随
筆
百
花
苑
』
第
五
巻
所
収
）
は
、
宝

永
二
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
の
談
話
筆
記
で
あ
る
が
、
そ
の
内
に
中
国
白

話
小
説
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
一
は
、
「
察
小
姐
忍
辱
報
仇
」
（
『
醒
世

恒
言
』
第
三
十
六
巻
、
『
今
古
奇
観
』
第
二
十
六
巻
）
の
荒
筋
を
語
っ
た
も

の
だ
と
認
め
ら
れ
る
．
そ
う
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
荻
生
祖
棟
や
伊
藤
東
涯

と
並
ぶ
、
非
常
に
早
い
白
話
小
説
へ
の
言
及
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
読

み
取
り
方
に
は
、
如
何
に
も
闇
斎
学
者
ら
し
い
名
分
論
に
基
づ
く
も
の
が

見
出
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
『
常
話
雑
記
』
の
内
で
、
綱
斎
は
、
た
び
た
び
『
水
瀞
伝
』

に
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
珍
し
い
語
葉
や
白
話
語
蕊
に
就
い
て
の

も
の
が
多
い
が
、
言
っ
て
い
る
こ
と
は
正
溺
を
射
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
言
及
も
、
祖
棟
や
東
涯
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
、
早
い
時
期
で
の

も
の
で
あ
る
。
『
三
国
演
義
』
に
関
す
る
言
及
さ
え
あ
る
。

し
か
も
、
そ
う
し
た
言
及
は
、
単
に
早
い
の
み
な
ら
ず
、
固
い
道
徳
学

で
あ
る
闇
斎
学
に
従
事
す
る
者
が
、
本
来
、
ま
と
も
に
相
手
に
す
べ
き
で

は
な
い
稗
史
小
説
を
語
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
驚
か
さ
れ
る
底
の
も
の
な

の
で
あ
る
。

綱
斎
が
こ
の
よ
う
に
中
国
白
話
小
説
を
読
む
の
は
、
勿
論
、
慰
籍
を
求

め
て
で
あ
る
。
が
、
同
時
に
祖
棟
や
東
涯
、
中
ん
づ
く
同
じ
京
都
で
講
学

し
て
い
る
東
涯
の
読
書
の
新
し
さ
や
博
さ
を
も
意
識
し
て
の
事
で
あ
っ
た

ろ
う
。 都

賀
庭
鐘
『
英
草
紙
』
に
収
め
ら
れ
る
作
品
の
大
半
は
、
中
国
短
篇
白

話
小
説
集
「
三
言
二
拍
」
所
収
作
品
を
粉
本
と
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
四

篇
（
第
二
・
三
・
四
・
九
篇
）
の
粉
本
は
「
三
言
二
拍
」
の
選
集
で
あ
る

『
今
古
奇
観
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
英
草
紙
』
に
お
け
る
「
三
言
二

拍
」
と
『
今
古
奇
観
』
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
日
本
古
典

文
学
全
集
』
頭
注
に
お
け
る
中
村
幸
彦
氏
の
指
摘
が
備
わ
る
が
、
本
発
表

で
は
、
「
三
言
」
な
ら
び
に
『
今
古
奇
観
』
の
諸
本
調
査
を
経
て
判
明
し
た

事
実
に
基
づ
い
て
そ
の
再
検
討
を
行
い
、
庭
鐘
の
粉
本
利
用
法
に
つ
い
て

の
私
見
を
提
示
し
た
い
。

『
今
古
奇
観
』
諸
本
の
本
文
を
、
『
英
草
紙
』
第
三
篇
の
原
話
で
あ
る
巻

十
九
「
愈
伯
牙
捧
琴
謝
知
音
」
を
対
象
に
分
類
し
、
そ
れ
ら
の
表
現
を
第

三
篇
の
本
文
と
対
照
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
同
文
堂
本
の
本
文
の
み
が
『
英
草

紙
』
と
一
致
す
る
箇
所
の
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
同
文
堂
本
の
現
存

数
は
他
の
刊
本
に
比
し
て
格
段
に
多
く
、
あ
る
い
は
流
布
本
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
以
上
の
理
由
よ
り
、
庭
鐘
の
利
用
し
た
『
今
古
奇
観
』

は
同
文
堂
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
は
『
全
集
』
頭
注
に
お
い

て
利
用
さ
れ
た
『
今
古
奇
観
』
と
は
異
な
る
本
文
を
有
す
る
刊
本
で
あ
る
。

ま
た
、
第
三
篇
に
は
同
文
堂
本
『
今
古
奇
観
』
の
み
な
ら
ず
『
警
世
通

言
』
を
も
利
用
し
た
跡
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
庭
鐘
が
「
三
言
」
と
『
今

古
奇
観
』
の
校
合
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ
と

で
、
庭
鐘
の
翻
案
手
法
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

浅
見
綱
斎
と
中
国
白
話
小
説

三
言
な
ら
び
に
『
今
古
奇
観
』
の
諸
本
と
『
英
草
紙
』

ｌ
庭
鐘
の
粉
本
利
用
法
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

上
智
大
学
（
院
）
丸
井
貴
史

明
治
大
学
徳
田
武

『
名
女
情
比
』
（
五
巻
五
冊
・
延
宝
九
年
正
月
刊
）
は
「
情
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
作
品
で
あ
る
。
巻
四
ま
で
は
恋
歌
を
中
心
と
し
た
高
貴
な
女
性
の

話
で
あ
る
が
、
巻
五
か
ら
は
近
世
遊
女
の
話
を
掲
出
し
、
計
三
十
四
話
の

話
を
収
め
て
い
る
。
先
に
発
表
者
は
拙
論
（
ヨ
名
女
情
比
』
考
旨
国
文
』
・

百
十
五
号
・
二
○
二
）
に
お
い
て
、
『
名
女
情
比
』
は
『
伊
勢
物
語
』
及

び
『
閲
疑
抄
』
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
今
回
は
作
者

の
問
題
の
解
明
を
図
り
た
い
。

『
名
女
情
比
』
の
序
文
末
に
「
落
葉
堂
の
好
色
軒
」
と
あ
る
が
、
誰
の

こ
と
な
の
か
、
定
か
で
は
な
い
。
朝
倉
治
彦
氏
は
『
名
女
情
比
』
と
『
好

色
袖
鑑
』
が
同
一
作
者
に
よ
る
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
た
（
未
刊
国
文
資
料

『
未
刊
仮
名
草
子
集
研
究
（
一
）
』
解
説
）
。
『
好
色
袖
鑑
』
（
二
巻
二
冊
・

天
和
二
年
二
月
刊
）
は
、
問
答
体
を
借
り
て
恋
愛
道
を
教
訓
的
に
語
っ
た

作
品
で
あ
る
。
そ
の
作
者
に
つ
い
て
、
吉
田
幸
一
氏
は
吉
田
半
兵
衛
（
江

戸
初
期
の
京
都
浮
世
絵
師
・
生
没
年
不
詳
）
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て

い
る
（
近
世
文
芸
資
料
第
十
『
好
色
物
草
子
集
』
解
説
）
。

そ
う
し
た
先
行
研
究
を
受
け
、
本
発
表
で
は
、
ま
ず
具
体
的
に
本
文
な

ど
を
比
較
し
て
、
『
名
女
情
比
』
と
『
好
色
袖
鑑
』
と
が
同
一
作
者
の
手
に

よ
る
こ
と
を
検
証
し
た
い
。
さ
ら
に
、
坂
内
山
雲
子
作
『
伊
勢
物
語
』
の

注
釈
書
で
あ
る
『
頭
書
新
抄
伊
勢
物
語
よ
み
く
せ
付
』
（
大
本
二
冊
・
延
宝

二
年
五
月
刊
）
を
視
野
に
入
れ
、
『
名
女
情
比
』
と
『
好
色
袖
鑑
』
の
関
連

性
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

馬
琴
の
長
編
読
本
『
近
世
説
美
少
年
録
』
は
、
外
題
を
書
騨
に
与
え
ら

れ
、
執
筆
を
請
わ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
構
想
に
悩
ん
だ
馬
琴
は
、
丁
度
知

友
に
借
り
て
い
た
中
国
白
話
小
説
『
梼
机
間
評
』
の
利
用
を
決
め
る
。

だ
が
、
馬
琴
自
身
、
弓
梼
机
』
の
方
、
『
美
少
年
録
』
の
書
名
二
は
不
都

合
」
と
書
翰
に
書
く
よ
う
に
、
『
梼
机
間
評
』
の
登
場
人
物
に
は
美
少
年
的

要
素
が
少
な
い
。
『
梼
机
間
評
』
の
ほ
ぼ
忠
実
な
翻
案
と
い
わ
れ
る
前
半
の

中
心
人
物
、
特
に
悪
少
年
の
朱
之
介
（
後
の
陶
晴
賢
）
を
美
少
年
と
し
て

造
型
す
る
際
に
、
馬
琴
の
工
夫
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

右
の
問
題
点
を
ふ
ま
え
、
本
発
表
で
は
、
中
国
の
艶
情
小
説
『
肉
蒲

団
』
と
『
美
少
年
録
』
及
び
続
編
『
新
局
玉
石
童
子
訓
』
と
の
関
連
を
指

摘
す
る
。
李
漁
作
『
肉
蒲
団
』
は
、
一
人
の
美
青
年
が
数
々
の
好
色
的
経

験
を
す
る
筋
で
、
宝
永
二
年
に
は
和
刻
本
（
四
巻
二
十
回
四
冊
）
が
刊
行

さ
れ
、
馬
琴
も
『
肉
蒲
団
』
を
閲
し
て
い
た
。
具
体
的
な
関
連
と
し
て
、

Ｉ
朱
之
介
や
周
辺
人
物
の
人
物
造
型
、
Ⅱ
物
語
の
趣
向
及
び
場
面
展
開
、

Ⅲ
『
美
少
年
録
』
か
ら
『
玉
石
童
子
訓
』
に
か
か
る
物
語
の
構
成
（
大
枠
）
、

Ⅳ
『
玉
石
童
子
訓
』
に
お
け
る
「
隠
微
」
に
着
目
す
る
。
『
肉
蒲
団
』
と
の

共
通
点
や
差
異
を
確
認
し
、
『
美
少
年
録
』
『
玉
石
童
子
訓
』
に
は
様
々
な

レ
ベ
ル
で
『
肉
蒲
団
』
か
ら
の
影
響
が
見
え
る
こ
と
を
述
べ
る
。

結
果
、
主
た
る
典
拠
『
梼
机
間
評
』
に
看
取
で
き
な
い
『
美
少
年
録
』

の
人
物
造
型
や
趣
向
、
物
語
構
成
が
、
『
肉
蒲
団
』
を
利
用
し
て
描
か
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
上
で
、
『
玉
石
童
子
訓
』
の
「
隠
微
」

と
『
肉
蒲
団
』
の
「
主
意
」
と
が
通
ず
る
こ
と
に
も
触
れ
た
い
。

『
名
女
情
比
』
の
作
者
に
つ
い
て

『
近
世
説
美
少
年
録
』
『
新
局
玉
石
童
子
訓
』
と
『
肉
蒲
団
』

同
志
社
大
学
（
院
）
三
宅
宏
幸

ち
ん
い
し
ゆ
う

ぉ
茶
の
水
女
子
大
学
（
院
）
陳
葬
秀






